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PROJECT

支援者としてできること

社会背景

ABOUT支援の在り方

内容

子どもや子育て家庭との顔の見える繋

がりをつくり、行政だけでは目の届か

ない子育て家庭の状況把握をすると共

に、関係機関・団体と連携して必要か

つ適切な支援につなぐ仕組みづくりを

目的としています。また孤独・孤立や

貧困の問題をその家庭の問題ではな

く、地域の社会課題として、子ども食

堂等の子育て支援団体、企業・経済団

体などが一緒になって取り組むプロジ

ェクトを目指します。

本事業はアウトリーチ(訪問)支援です。

支援が必要であるにも関わらず、支援が

届いていない方々に、訪問員が月1回プ

レゼントをお持ちし、子ども達やそのご

家族と継続的に繋がり続けます。

080-9269 -5525
shoin.shoin.2020@gmail.com

https : / / sho in - tokyo .com/

本 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て
「他人事」に感じていたことが、
徐々に「自分事」に変わり、
徐々に「自分事の範囲」を拡げていく

令和 6年 4 月 よ り
「 孤独孤立対策推進法 」

が施行 さ れ ま し た 。
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訪問員としてできること

区民としてできること

運営団体

社会の変化に対応し、日常において孤独

を感じることや社会から孤立しているこ

とを防ぐための支援の強化を目的に、「孤

独・孤立対策推進法」が施行されまし

た。今後孤独・孤立問題に対する社会全

体での対応が期待されています。

できる範囲で困っている人をサポート
する

アウトリーチャー(訪問員)として、継続
的に支援対象者と繋がり続ける

寄付という形で本プロジェクトを定期
的に支援する



地域の社会課題として捉えていただ
ける個人・企業が増えることで、よ
り多くのご家庭に支援を届けること
ができます。

アウトリーチ支援の
具体的な取り組み

子どもを取り巻く家庭環境を
含む包括的支援です。

まずはできることから、
本プロジェクトに参加ください。

区民として
できること

訪問員として
できること

支援者として
できること

支援対象者(子ども達)に月に一度、
プレゼントを持って、ご自宅に訪問
するアウトリーチ支援を行っていき
ます。

アウトリーチャー(訪問員)
として、継続的に支援対
象者と繋がり続ける

一人ひとりが、 困っている方と繋がる方が、 個人や企業が寄付を通じて、

寄付という形で本プロジェ
クトを定期的に支援する

②お困りの方に利用登録してもらう
③訪問員の皆様にプレゼントをお届け
・プレゼントを直接子ども達に渡すため、訪問する
　日時を、利用世帯と調整してください。

④いざ訪問
たくさんの会話ができる関係をつくり、相談事を
聞くことによって、確かな繋がりをつくっていき
ます。

①訪問員になっていただく
　
　 

年に一回の寄付という形で
プロジェクトに参加ください。

プレゼント購入費または
商品・製品などでの
ご支援をお願いします。

個人のご寄付はこちら

企業・団体のご寄付はこちら

子どもたちへ手渡しする
プレゼント購入費の
ご支援をお願いします。

ご寄付のご連絡はこちらから⇒

ご寄付のご連絡はこちらから⇒
例えば、こんなことからはじめませんか？

”身の回りの方に関心を持つ”
”相手のことを少し気にかける”

”親身になって話を聞く”
”本プロジェクトを紹介する ”

”子ども食堂や行政支援を紹介する ”

企業の事業活動を通じて、本プロジェ
クトに参加いただき、企業のCSRとし
て一緒に活動ください。

できる範囲で困っている人
をサポートする

日常のつながりが、周囲の人の孤独
感・孤立感を和らげ、 悩みや困りご
とが複雑化・深刻化するのを防ぐこ
とにつながるかもしれません。

訪問員のご協力はこちらから⇒

・子ども食堂など拠点型支援に携わる方
・学校や町会などで困っている方とお知り合いの方
・不登校のお子様とこれまでお付き合いしてきた方

etc

内閣府「つながりサポーター養成講座」参照

人々の約4～5割の人が
孤独を感じている


